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本日の話題提供

• BIM建築確認の実施に向けた検討状況
– BIM図面審査の概要と現在の到達点

– BIMデータ審査の方向性

• 国際的なBIMの検討状況のアップデート

• これからの建築研究所におけるBIM研究の展開
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BIM建築確認の実施に向けた検討状況 BIM図面審査の概要

出典：建築BIM推進会議「将来像と工程表（増補版）」
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/content/001603587.pdf
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出典：第13回建築BIM推進会議（R6.12.25開催） 資料2-1
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https://www.mlit.go.j
p/jutakukentiku/conte
nt/001855200.pdf

https://www.mlit.go.
jp/jutakukentiku/con
tent/001855201.pdf

BIM建築確認の実施に向けた検討状況 現在の到達点

R6.8に素案公開。
延べ2000件強の
意見照会を反映し、
R6.12に意見照会
反映版としてアッ
プデート
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https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/kenchikuBIMsuishinkaigi.html

BIM建築確認の実施に向けた検討状況 現在の到達点

ガイドライン、マニュアル等は、建築BIM推進会議ポータルで提供

審査TF関連成果



BIM建築確認の実施を踏まえた、これからの建築研究所におけるBIM研究の展開 令和６年度建築研究所講演会

国立研究開発法人 建築研究所 Building Research Institute13

BIM建築確認の実施に向けた検討状況 BIMデータ審査の方向性
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国際的なBIMの検討状況のアップデート

当職が出席した直近の国際会議で得られた所感について、説明します。

- buildingSMART International Summit 2024 Marrakech

- 2024 Plenary Meeting of ISO/TC59 Buildings and Civil Engineering Works



BIM建築確認の実施を踏まえた、これからの建築研究所におけるBIM研究の展開 令和６年度建築研究所講演会

国立研究開発法人 建築研究所 Building Research Institute19

buildingSMART International Summit 2024 Marrakech

BIMのユースケースとして、建築確認、都市計画への実装と義務化について、１つのセッ
ションが設けられた。

The Present

With the formalization of new standards such as IFC 4.3 and IDS 
(Information Delivery Specification), the industry is rapidly 
evolving to support the uptake and use of such standards and 
realize the benefits for which they were intended. 
Developments in services have also been notable, including the 
IFC Validation Service, the bSDD (buildingSMART Data 
Dictionary), and advances in the Professional Certification 
program’s educational resources to support openBIM workflows 
for end-users. Applying standards and services at a national 
level has also seen significant progress. Integrating e-permits, 
building regulations, and various mandates, especially within 
the infrastructure sector, positions openBIM as a central feature 
of asset design, construction, management, and maintenance 
processes. Learn from organizations benefitting from the suite 
of openBIM standards and services today, and discover why The 
Present is so exciting.

特にインフラ部門では、
電子許可、建築規制、さ
まざまな規制を統合する
ことで、openBIM は資
産設計、建設、管理、保
守プロセスの中心的な機
能として位置付けられて
います。

e.g.  Jaan Saar - Automating Building Permitting - the "Killer App" for BIM

これまで、民間プロジェクト
内の合理化であったBIMが、
建築許可・確認のBIMを軸と
して、建設プロセスを再構成
しようとする流れが伺える。
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buildingSMART International Summit 2024 Marrakech

BIMとGISとの連携もホットな話題であった。
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buildingSMART International Summit 2024 Marrakech

モロッコの都市計画のデジタル化の発表からは、デジタル化の力として、水平展開による
技術の伝播のスピードも感じられた。
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BIMとGISとの連携もホットな話題であった。

上段：プレナリー
下段：BIM/GIS

セッション
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2024 Plenary Meeting of ISO/TC59 Buildings and Civil Engineering Works

2年ごとに開催のISO TC59 Plenary Mtg.が、2024/10/18-24の間、中華人民共和国山東
省煙台市で開催され、TC59SC13JWG14（BIM-GIS）とTC59SC13Plenaryに参加した。
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2024 Plenary Meeting of ISO/TC59 Buildings and Civil Engineering Works

BIMとGISの連携の国際規格（ISO23143
シリーズ）について新規プロジェクト
（NP）、新業務項目採択（AWI）につい
て、中国が主導で議論が進んでいる。

上段：BIMとGIS連携に関する規格の制定状況
下段：ISO23143-3のAWIに関わる議論の状況
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2024 Plenary Meeting of ISO/TC59 Buildings and Civil Engineering Works

Digital Product Passport (DPP)の利用に
関するワークフローのIS化（ISO19650の
一パートとして標準化）についての提案
が中国からあり、CEN TC442へのプロ
ポーザルを今後行うことが承認された。

左側：DPPに関するワークフローの提案
右下：審議結果のN文書
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2024 Plenary Meeting of ISO/TC59 Buildings and Civil Engineering Works

ISOの議論では、BIMはGISと連携して、気候変動対応、経済成長が最上位の課題であり、
その具体的施策である、Green deal Circular economyの実現のための方法として標準化さ
れるものと認識されている。そのゴールは、デジタル建設経済の実現であるとされる。
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これからの建築研究所におけるBIM研究の展開

これまでの建築研究所におけるBIM課題は、建築生産研究グループを中心として検討が進められてきた。

⑧支援技術

CIM導入推進委員会(~H29)
BIM/CIM推進委員会(H30~)

第2期中期
BIM利用の模索

第3期中期
建築確認審査へのBIM応用研究

第4期中期
建築確認BIMの実装・生産合理化

建築
確認

施工

維持
管理

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位

公的情報

①「長期」
重点

BIM元年
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◎令和元年度革新的事業活動に関する実行計画

R1 R2 R3

②
IT実

態調
査

③「BIM確認」重点 ④･⑤ IFC表現

⑥「熟練」指定

⑦3D計測技術

⑨「LC」
指定

PRISM(5年)・BRIDGE(1年)

BLCJ

BIM建築確認協議会

BIMライブラリコンソ (建築保全C)

建築BIM推進会議
(R1~）

外部プロジェクト

主要な外部委員会

設計

BCJ
委員会

ライブラリ

BIM/CIM

建築確認

研
究
テ
ー
マ

★P ★L EP73/★P ★L  ◎直技

建築確認電子審査・図書保存研究会
(ICBA)

BIM確認
1号事例

連携

R4 R5 R6 R7

第5期中期
BIM/DX、さらにGX

⑩「適用拡大」
指定

審査/標準化
TF（R5 ～）

EP93

★L

（★：建研講演会、直技：国土交通研究発表会、EP：エピストラ）
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これからの建築研究所におけるBIM研究の展開

これからの研究の展開：
BIMは情報を軸としたマネジメントであり、研究分野を横断しつつ総合的な検討を加速化す
る必要がある。
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デルに
よる確
認概要
書情報

次
期
課
題

サブテーマ１：プロジェクトステージをまたいだデータ連携の検討
（我が国の慣習に合ったBIMの方法論、スタンダード）

USE
LCA
Data

LCA
Data

法適合モデルへのCO2原単位の導入 実績情報に基づく原単位への反映

(改修) AIM, GIS

サブテーマ３：AM/FMにおけるBIM利活用の可能性の検討

サブテーマ２：生涯CO2排出量算定と法適合審査モデルの調和
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス

※ ※

建築確認審査を軸として、ワークフ
ローステージの1局面におけるデジタ
ル技術について検討。
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これからの建築研究所におけるBIM研究の展開

データ審査につながるデジタルモデル構築の研究（e.g.避難検証法のデジタル化の例）

コンサル
・設計者

審査者

事務室1
事務室2

廊下1 廊下2

倉庫

休憩室

作業室

事務室3 会議室2

個室1 個室2

会議
室1

階段2階段1

d1 d2

d3

d4 d5

d6 d7 d8

建築図 設定条件表、
計算結果表

紙
事務室1

事務室2

廊下1 廊下2

倉庫

休憩室

作業室

事務室3 会議室2

個室1 個室2

会議
室1

階段2階段1

d1 d2

d3

d4 d5

d6 d7 d8

申請
図書化

建築図・設定条件・計算
結果をデジタルに結び付
けた状態で作業

独自の作業・
計算ソフト

紙ないしはpdf

建築図・設定条件・計算結果の
デジタルな結び付きが切れてしまう

設定条件表に
ある会議室
って図面の
どこにある？

建築図の歩行距離、扉寸
法の記載が、設定条件表
のものと違う。どちらが

正しいのか。

申請

最近は申請者はソフトを使って資料を作ってい
るので、資料間の値の不整合や計算間違いはな
いはずだけど、確認しないわけにはいかない。

建築図 設定条件表、
計算結果表

事務室1
事務室2

廊下1 廊下2

倉庫

休憩室

作業室

事務室3 会議室2

個室1 個室2

会議
室1

階段2階段1

d1 d2

d3

d4 d5

d6 d7 d8

設定条件、
計算結果

建築図

Shitumei: xxx,
Aroom: xxx
Hroom: xxx
tescape: xx
ts: ss

標準データ形式に
対応したビューワ

表形式にして室名を
クリックすると、図
面上でその室が表示
される。逆もできる。

表示形式を変えても、
元のデータは同じだか
ら不整合が生じること

ない。

私の場合、標準データ形式に対応した
告示計算プログラムを用意しているので、
これに申請データを流し込むと、
計算内容のチェックが容易にできる。

審査者

デジタル
申請
図書化

申請者側はどのようなソフト
を使ってでもよいので、標準
データ形式でデジタル申請図
書を用意すればよい

標準データ
形式

整合性:自動化

法演算真正性:半自動化

BIM

連携

連携

BIMデータ審査

同一性: 自動化

私が審査すべき最も重要な
ことは、その建築図におい
て、そのような設定値とす
ることが正しいかの確認。

真正性:
審査の本質

申請

現状目標

更なる
展望

①

異なる申請者からの
図書も、自分の好みの
ビューで審査できる。

申請者ごとに
書式が違うので
慣れないと。

図面と表を突き
合わせて見る
必要がある。

②

③

④

⑤

⑥

⑦, ⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

情報のデサイロによるユースケースの検討（e.g.既存杭情報の脱サイロ化と活用）

新築

既存

BIM/GIS
Data Repository

ICT
計測
技術

利活用

個別プロジェクト＝サイロ

標準データ形式による
脱サイロ化

防火G

構造G

都市G
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これからの建築研究所におけるBIM研究の展開

技術開発には、技術を突き詰める
「テクノロジープッシュ型」と、課
題解決の裾野を広げる「デマンドプ
ル型」がある。

BIMの出現はテクノロジーの創出そ
のものでテクノロジープッシュ型で
あり、「あれば便利」技術の出現で
ある。しかし長く続かないこともし
ばしば起こる。

一方で、「なくてはならない」技術
となるためには、課題解決に技術を
使っていく社会実装の働きが必要で
ある。

新しい技術の出現を確認しつつ、課
題解決にどう使ってい行くか、とい
う継続した営みが、建研における
BIM研究のあるべき姿ではないか？

超え難い壁
魔の川/死の谷

イノベーション

ユーザ体験の増大
「あれば便利」から
「なくてはならない」へ超え難い壁

魔の川/死の谷

超え難い壁
魔の川/死の谷

「時代が早すぎる」
「思ったものと違う」
「今までのやり方で不満が無い」

テクノロジープッシュ型

デマンドプル型

組み合わせ型

「あれば便利」



BIM建築確認の実施を踏まえた、これからの建築研究所におけるBIM研究の展開 令和６年度建築研究所講演会

国立研究開発法人 建築研究所 Building Research Institute33

これからの建築研究所におけるBIM研究の展開

まとめ

• それぞれの主体でBIMの経験が高まり、主体間の競争力の源泉として、
BIM活用のノウハウが蓄積されていると言える。

• 一方で、業際における連携が上手くゆかず、社会全体の生産性を削ぐよ
うな状況が顕在化し始めている。

• また、行政手続きが、社会の情報化技術の普及に対応できず、社会全体
の生産性を削ぐような状況が指摘されている。

「あれば便利」から「なくてはならない」へのパラダイムシフト

2018.1 政研大・建研 シンポジウム「 BIMがつながる将来の展望と課題」

BIM図面審査の概成とその後のBIMデータ審査が順調に進展させてゆくことで、
「なくてはならない」のパラダイムシフトに入ろうとしている。

All建研で、研究対象のデジタイズ、デジタライズの視点でBIM研究との連携を深
めて行き、社会実装、イノベーションにつながる強い存在に成長してゆきたい。
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